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＜課題意図＞ 

全分野において，事象の論理的思考・構造分析・批判的考察が重要である。つまり対象・問題・

要望を構成する重要要素の組成と関連事項を把握し，既存の成果を発展させる展開を考える能

力が重要である。これはすなわち企画力・デザイン力そのものである。 

 

＜課題内容＞ 

自身の興味や提案を高度化するには「先人に学ぶ・集合知に学ぶ」という方法があり得ます。

ごく当たり前のことだがその方法にも方法論がある。そこで，今回はアカデミックスタイルで

研究(事例)レビューを行いましょう。これは今後の土壌作り（内容には直結しなくとも強度が

高まる）です。論文で言えば「１.はじめに」，提案で言えば「提案の背景と意図」を書く準備

と言えます。 

 

課題の流れ 

① テーマ決定：出来れば課題①に近い内容とする。  

② 社会背景の調査：実社会における現状・課題・要請を把握する。 

③ 既往研究の調査：既往研究(成果)を調査し，研究目的・調査目的・調査内容・分析結果・考

察をレビューし，批判的考察を行う。 

 

課題要件 

 既往論文 3～5編のレビューを A4 用紙にまとめる。1編 A4 で 1 枚が目安 

 誰か，どのような研究目的で研究を行っているのか。どのような調査目的で，どのような調

査を行ったのか。調査のどのような分析から，どのような考察を行っているのかを論文毎に

記述。 

 レビューした論文の批判的考察を記述する。発展させるための方法等 

 レビュー論文も pdf で提出。紙媒体の物はスキャンする。 

 対象論文の図表の解説を通じて論文内容を説明できる（発表論文数は任意） 

 

提出物：①レビュー ②レビューした論文 ③発表用のスライド 

データ：①～③の pdf をまとめた zip ファイル（ファイル名は「学生番号_名前」） 

印刷物：発表する論文のレビューと論文，スライド一覧 

発表：1人 5分目安 

書式 

① 表紙：題名と学生番号・名前，レビューした論文一覧を記載する。 

② レビュー ：タイトル 著者 キーワード 内容説明 批判的考察を記述する。 

③ スライド：図表を中心に掲載し手元資料を見ないで説明を行う。 

 

提出日：HP 参照 

都市調査実習 

課題②：論文レビュー 



論文を探す方法 

 

■CiNii という論文検索サイトが便利 

立命の rainbow-ID で利用が可能（本来有料なの

で学内からでないと見られないと思います） 

興味のあるキーワードで検索するのが基本だが、

学問を問わず検索されるので関係のないものを

ヒットしやすい。（それが面白く発想を広げる事

もありますが） 

 

詳細検索で出版社を指定すると建築都市に関わる物が見つかりやすい 

例：日本建築学会 都市計画学会 

 

さらに絞りたい場合は刊行物名を指定する。 

例：日本建築学会計画系論文集 日本建築学会技術報告集 都市計画論文集 

 

日本建築学会の論文の位置付け 

・日本建築学会計画系論文集 

「論文として」確かな研究が数多く掲載されている。 

論文の書き方、分析方法等について参考になる。 

 

・日本建築学会技術報告集 

新しい技術と事実の報告に関する研究が掲載されている。 

考察・論述しているかと問われると疑問符が付く物もあるが、参考になる 

 

・大会梗概集 

「論文として」は疑問符の付く物もあるが、それは梗概集という事情から。 

新しい研究や、論文にはならなくても実用的な研究、単純に興味深い研究等が見つかる事もある。 

 

■CiNii でも見れますが、図書館・研究主で上記の論文集を探し、直接見た方が早い場合もあります。 

非常にたくさん置かれているので、タイトル一覧を見て興味の持てる論文を見つける等。 

論文集は研建築情報・認知研究室にもあります。 

 

■一つ興味のある論文が見つかったら 

論文中に最後に引用文献・参考文献が書いてあります。そこから次を探してみましょう。 

また、著者の名前で探すのも有効です。 

いまいちピンと来ない。。。と言う人は授業後に相談に来てください。 

 


